
新たな「土砂災害が発生するおそれのある箇所」における基礎調査の実施について

１ 土砂災害警戒区域等指定に係るこれまでの取組 ■新たな「土砂災害が発生するおそれのある箇所」の抽出イメージ
（がけ崩れ）

２ 今後の取組

●平成16年度～
・土砂災害警戒区域等の基礎調査（平成16年度～）
・土砂災害警戒区域等の指定（平成17年度～）
※５，２４３箇所（令和８年３月末現在）

●令和３年度～７年度

・令和元年東日本台風などで全国的に土砂災害警戒区域外での
土砂災害の発生が報告されたことから、より高精度な地形情報
等を用いて新たな「土砂災害が発生するおそれのある箇所」
７，１６１箇所を抽出（公表：令和７年１月）
・市町村⾧への事前説明（令和６年12月）
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災害復旧工事の発注については、全体の８４％について契約が完了し、３６％について完成

高精度な地形情報により、
標高情報が増えたことで、
急斜面だと判明し抽出

至 鮭川村

至 戸沢村神田至 戸沢村神田

至 鮭川村

 今年度から、当該箇所のうち要配慮者利用施設や指定避難所がある４３１箇所を優先し、計画的に基礎調査を実施

 基礎調査により危険度の状況を把握し、その後、住民説明会により周知

 市町村や関係機関との調整が整った箇所から順次「土砂災害警戒区域等」の追加指定

■区域指定までの流れ

令和６年７月大雨における公共土木施設の災害復旧工事の進捗状況（県工事）
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